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「スタッフの不安を成功体験に変える」
～人工呼吸器装着中の患者を一般病棟に受け入れるまでの取組み～
武元智恵美
京都府立医科大学附属北部医療センター　副看護師長
認定看護師管理者教育課程
ファーストレベル実践報告
≪背景・意義≫ 
　私の所属している病棟は消化器内科病棟で
７００〜８００件／年の検査、急性膵炎や胆
管炎などの緊急入院患者の受け入れをしてい
る。認知症患者も増加しているため不穏行動
の見られる患者も多く、日々工夫しながら援
助を行っている。その中で、検査中に心肺停
止となり人工呼吸器装着となった患者を自病
棟にて受け入れることとなった。今までに人
工呼吸器装着患者の援助をしたことがない事
への不安、慌ただしい一般病棟で人工呼吸器
装着中患者の安全を配慮しながら自分たちが
援助していけるかという不安を表出するス
タッフが少なくなかった。そのため、患者を
受け入れるまでにスタッフの不安を軽減し患
者に安心安全な看護が提供できるように自分
が出来ることを考え実践したことを報告す
る。
≪実施・結果≫
　はじめに、受け入れ準備の中でスタッフ教
育として、人工呼吸器装着中の患者を援助し
たことのないスタッフについては受け入れる
前に集中治療室で生活している姿を見学させ
てもらうように交渉した。見学に行き自分た
ちに出来るのか不安が募ったとの意見もあっ
たが、実際に見る事でイメージが付いたとの
前向きな意見も聞かれた。そして、知識を深
めるため集中治療室看護師に依頼し実際に使
用している人工呼吸器を用い勉強会を実施し
た。実際に使用しなければならないため質問
しながら理解をしている姿が見られた。次に
体制整備として師長と共にチームのスタッフ
構成や部屋の位置を考え部屋調整を行った。
スタッフ全員が患者を把握し援助していき、
病棟全体で取り組むという意識が持てるよう
スタッフ教育をした。受け入れ当日に受け持
つ看護師が夜勤前の２年目看護師であったた
め、不安軽減と急変対応を目的として、集中
室看護師に転入直後２〜３時間病棟で支援す
るため待機してもらうよう調整を行った。受
け入れ後は、初めて経験することに対しては
必ず確認し、ペアで援助していくことを全員
で共通認識し患者の安全面の配慮を行った。
また、経験の少ない看護師に対しては常に声
をかけ思いを聞くように心がけた。最初は見
るのも、触るのも初めてだったスタッフが日
を追うごとに自信もつき、不安を口にしなく
なっていた。また、実際に患者の受け入れ後
発覚したことは、人工呼吸器アラームの音が
小さくドアを閉め切ってしまうと詰所に届き
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にくい事であった。感染症もあったためドア
を開けるという事が困難な状況でもあったが
ICT に相談し処置時は締め切らなければなら
ないがそれ以外は少し開けても良いこと確認
し、アラームに即時対応できるようになった。
集中治療室では声門下の狭窄も強く人工呼吸
器からの離脱もできなかったが、移動してか
ら徐々に状態も落ち着き、移動から 1 ヶ月後
無事離脱ができた。スタッフからも「最初は
何をするのも怖かったけど援助が出来るよう
になってよかった。」との声も聞かれた。
≪まとめ・課題≫
　この患者を受け入れる課程で、スタッフの
心理は受け入れる前に抱えていた不安から自
信へ、さらに達成感へ変化したと考える。
　不安だから出来ないと決めつけるのではな
く、どのように改善すれば出来るのかを考え
ていくことが大切である。スタッフもどんな
状況下にある患者でも自分たちが努力するこ
とで安全に看護をしていくことができるとい
う自信を持ち成長すると考える。この事例か
ら不安要素をなくし、リーダーシップをとっ
ていくことでスタッフも安心してついてきて
くれると私自身の自信にもつながった。これ
からもスタッフが多くの経験を積みより良い
看護を提供できるよう支援していきたい。
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